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Examination through Practice with ICT for English Language Teaching 
                             亜細亜大学国際関係学部 特任教授 佐藤 玲子 
        
０ はじめに 
昨今、教育現場での ICT の環境は、整いつつあるとは言え、小学校間の格差は大きいよ
うに思う。ICT 環境に恵まれている小学校では、各教室に電子黒板があり、タブレット端
末を児童は使用している。本・新聞やインタビュー、ネット等での情報収集、情報の整理・
分析、文章作成、整理したデータの視覚化などを行い、発表をする。普段の授業や学習の
中で、「知る」、「集める」、「「書く」。「つくる」、「見せる」の活動に ICT を活用している。 
私が関わっているR 小学校でもそのような環境であり、私も学校にいる間はタブレット
PC を使用させてもらっている。R 小学校があるA 区では、全小学校・中学校に、平成 27
年からタブレット PC が導入されていて、この小学校では、一人に一台使用できる環境に
なっている。各教室には、PC、タブレットPC、電子黒板、デジタルTV、実物投影機があ
り、ネットやデジタル教科書、静止画・動画、などが簡単に利用できる環境にある。 
教材教具の質や活用法が学習者へ与える影響は、年齢が低いほど大きいので、小学校に
おける教材・教具の準備の重要性は高い。本研究では、ICG 環境が整っているR 小学校で
の実践を紹介し、ICT の活用のおける注意点や配慮点、押さえておかなければならないこ
とを考察してみたい。 
 
1 小学校での活用実践 
1. 実践例 
＜デジタルカメラやタブレット端末で撮影したものの活用例＞ 
タブレット端末を使えるようになって、教室では写真や動画の撮影が手軽に出来、即座に
児童に見せることができるようになった。 
(1)授業の導入や発展活動：身近なものや人、教室にあるもの、学校のいろいろな場所、楽
器表現などの紹介やクイズ 
What is this? Is it …? No, it isn’t. It has …. It is …. 
Who is this? 
Whose (ear) is this? 
一般的なイラストよりも、児童の身近にある、知っている対象物の写真の方が、児童は
興味を強く示す。提示方法も、部分的に、あるいは、細部から見せていくことも自在にで
きるので、子どもは「何かな？ 誰かな？誰のものかな？」、「えっ？」と真剣に考え、答え
ようとしてくれる。正解がでるまでに何度も質問やヒントになる情報を聞かせて、それに
児童も答えようとして、正解に至るまでにはたくさんのことばのやりとりができる。 
(2) 発表：自分の大切にしているもの、学校や町の紹介 
This is my / our …. I like it.  
①My Treasure:  My grandfather gave it me. 
【ICT を活用した教育実践】 
2 
 
②Our Traditional Food Recipe:  It is sweet. We eat it on …. This is made of …. 
 ③Our Town: This is famous for … It is …. 
Show and Tell やミニプレゼンテーションには、伝えようとする情報に合わせて、視覚
的補助が必要になってくる。英語表現に合った適切な写真を簡単に選択し用意できる。 
(3) 発表後や次年度に 
 タプレット PC を使い、発表中に写真や動画を取っておき、教員共有フォルダーに保存
しておく。発表後に、児童は再度見て意見交換をする。また、一年下の学年の児童に、次
の年に見せる。その児童たちは、先輩たちの発表を視聴することによって、活動のゴール
や活動の様子がよりよく理解できる。 
(4)様々な動作表現の導入 
 写真や動画によって、動作動詞の導入しやすくなる。イラストではどうしても簡単で平
面的な表現となってしまう。ある動作の静止画や動画でその動作をしているところを見せ
る。その動作の周辺情報も入ってくるので、動作の意味が伝わりやすい。例えば、高くジ
ャンプしてバスケットリングに手が触れそうな写真と、誰かが何度もボールを取ろうとジ
ャンプし続けている動画を見せれば、He can jump high.や He is jumping many times.の
説明が日本語で説明しなくても伝わっていく。 
ただし、気をつけなければならないのは、動画にしても写真にしても、イラストに比べ
圧倒的に情報量が多いということである。情報が多すぎて、逆に学習目的の英語表現の意
味が伝わり難くなる場合があるので、意味が伝わりやすいように情報のコントロールを考
える必要がある。 
(5) 一般的な提示から、少し詳しい身近な提示 
 この小学校では、マーチングバンドに全校をあげて取り組んでおり、児童は楽器名に 
詳しい。トランベットと一括りでトランペットと言うより、コルネット、トロンボーン、
クラリネットなどと区別して言いたい。そこで、マーチングバンドで演奏している楽器の
写真をとり、カードを作成したり、電子黒板で見せていたりしている。 
 What is this? 
 What (musical instrument) did you choose? 
 What can you play? I can play the …. 
 What do you want to play? 
 
＜音の録音＞ 
普段の生活の中で、気づいた音（鳥の声、動物の唸り声、乗り物の音、料理をしている
時の音、楽器の音など）を、スマートホンで簡単に録音できる。そして、その音を聞かせ
ながら、やりとりができ、Yes / No question や what、形容詞を導入できる。 
 Is this ….? What is this?  
  It’s beautiful / big / heavy / scary etc. 
 
＜地図＞ 
ネットの地図（普通の地図、航空写真、３D 地図）、Google Earth, street view などの活用
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ができる例 
(1) Where do you live? 
紙の地図の準備と比べ、ネットを利用することで準備の時間もかけず、多くの場所を教
室で見せることができる。住んでいる場所など児童の興味のある場所を、地図を簡単に時
間もかけず、拡大して見せることができる。普段見慣れている地図ばかりでなく、航空写
真で児童の住んでいるあたりを見せると、児童は新たな興味を喚起してくる。そして、次々
に違う場所を見せることができる。 
(2) 住所の表記の違いを知る異文化理解 
日本での住所の書き方と英語での住所の書き方の違いに合わせて地図をズームインした
り、ズームアウトしたりする。例えば、 
日本での児童たちがすんでいる場所は、日本→東京→区・市→町とズームインして見せる。 
逆に、ALT の故郷の場所（アメリカだとしたら）、番地）→町→州→国とズームアウトし
て見せていく。 
(3) Which is larger / longer / higher / deeper, A or B? 
大きな数の学習では、都道府県や市の地図を見せて、どっちが大きいか、長いかなどの、
比べる活動をしている。授業前に検索エンジンを使い、得た画像をPC に保存しておけば、
授業中あまり時間を取られなで教材提示ができる。 
(4) I want to go to ….? Where do you want to go? 
I want to go to ….と教師は言いながら、street view や Google Earth、ネット地図を使
って行きたいと言った場所を示していく。ALT（外国語指導助手）や JTE（日本人英語教
師）、クラスのマスコットなどに次々にDo you want to go …? Where do you want to go? 
I want to go to ….のやり取りをしながら、その場所を見せていく。十分なインプットがで
き児童が言いたそうにしている様子が見られた頃に、児童に聞いていく。 
ここで注意が１つ必要になる。Street view や Google Earth は、導入に使うと児童の興
味を強く引き付けられる利点があるが、行きたい場所を示すには時間がかかる。児童とコ
ミュニケーションをとりながら英語を学ばせるために ICT を活用しているのか、ICT 活用
の面白さを見せているのかをいうことを常に念頭におく。興味を示すからといって時間が
かかる示し方を選ぶのではなく、途中からは、より時間をかけないで示すことができる地
図を活用する。そうすれば、より多くの児童とやりとりする時間を設ける。 
 
＜歌＞ 
以前は CD や DVD を使っていたが、最近では YouTube を使う教師も結えて来た。
YouTube を使うと、聞かせたい英語表現が入っている歌を探し出すことができ、児童に聞
かせることができる。 
 たとえば、アルファベットソングでもいろいろな歌詞やメロディーや、前奏の長いもの
がある。どれを聞かせようか迷うだろう。教師は、その選曲は事前に行うようにしたい。
小学校の授業は 45 分である。以前選曲を授業内でやっている教師がいた。選曲だけで 5
分～10 分使っていて、授業内容がとても薄いものになってしまったことがある。 
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＜会話場面＞ 
DVD、ウェブサイト（例えば、すくどう、プレ基礎、えいごリアンNHK for School）
などを活用して、ことばの意味に合う適切な場面を見せることができる。適切な場面設定
を教師自身で考え用意することが、教師にとっては大変な場合もある。そのような時、こ
のようなウェブサイトの利用はとても助けとなる。 
 
＜発表前・中・後＞ 
発表準備として、教師は発表用のワークシートを作り、各児童のタブレット PC に配信
する。児童は、ワークシートに集めた写真を貼ったり、和英辞典を使いながら書き込みた
い英単語を索引して、打ち込んだりする。発表は、電子黒板で出来上がったワークシート
を見せながら行う。発表後は、タブレット PC で撮影した発表動画を TV スクリーンで見
せて、発表の仕方やマナー、コメントについての共同学習に活用する。 
 
＜物語・絵本の読み聞かせ＞ 
(1) 実写投影機 
 本が小さくて、児童に見辛い場合は、実物投影機を活用する。話し手とスクリーンの位
置は近いところにする。話し手は、読んでいる時に顔の表情の変化があったり動作が伴っ
たりする。話し手と絵が離れていると、児童はどちらを見てよいかわからず、落ち着いて
読み聞かせを楽しむことができない。 
 実物投影機の良い点の 1つは、部分見せや左と右のページを別々に見せることができる
ことである。Fortunately という絵本は、右ページと左ページで fortunately, 
unfortunately のできごとを描いているので、教師 2 人で読み分けをした。そして、実写
投影機で左右のページを別々に、まさに fortunately, unfortunately のできごとを区別
して示した。児童はページが変わるたびに歓声をあげて、ストーリーを楽しんでいた。 
(2)タブレット PC  
児童による「読み聞かせ活動」で、タブレット PCの活用がある。6年生が 1年生にビッ
グブックを使って読み聞かせをするグループ活動がある。6年生は、1年生に絵本の内容が
わかるように、ジェスチャーや簡単な説明、カードや実物などを用いて工夫しながら読み
聞かせをする。絵本に書かれている英文は、付録の CDや ALT・JTEの読みを録音したもの
を何度も聞いて、「聞き読み」していくのである。そうするとだんだん文字と音が一致して
くる。英文を覚えてしまうようになるのだが、児童は読めた感を持ってくる。その「聞き
読み」の過程で、CDプレーヤーに替わって、タブレットが役立ってくる。 
タブレットに音を録音しておくと、イヤホンで聞けるので、他の児童が聞いている音を
気にしないで、明瞭に英語を聞くことができる。CDプレーヤーを使用する場合、教室内で
各グループ 1台、CDプレーヤーを使って、5，6グループがそれぞれの絵本を一斉に聞くの
で、他のグループの CDの英語と聞き分けるのが難しい時がある。 
 
＜文字指導＞ 
 文字を意識させる場合は、必ず 4 線を使って、文字を示したり、書かせたりしている。 
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4 線の入ったワークシートは無料でネットからダウンロードできる。ただし、文字は打ち
込めないので、教師がお手本を書かなければならない。有料ソフトであれば、教師が 4 線
上に見せたい、なぞらせたい文字が打ち込める。 
教師の手書きは、手書きの温かみがあってよい。が、時々大文字、小文字の区別ができ
ないものを見かける（K / k etc.）。児童のお手本となるので、アルファベットの形には気
をつけたい。 
 
＜絵カード＞ 
Hi, friends! の資料データ, ネット上の無料イラストや写真、スマートポンやデジタル
カメラ、タブレットPC で撮影した写真を、教師用にB5, A4, B4 など大きめのサイズにし
てプリントアウトしてカードを作ったりする。児童用にはトランプカードように小さいサ
イズでカードを作ることもできる。同じデータを使えば、教師用にも児童用にもサイズは
違っても同じ絵柄のカードができるので、児童の戸惑いが少なくて済む。 
 
＜タイマー＞ 
スクリーン画面一杯に大きく、時間を示すことができる。時間制限のある活動をすると
きに使用している、見やすく便利である。 
 
2. ICT活用の際に注意しなければならないこと  
私たちが日ごろ配慮していることは、発信については児童の個人情報の流出に繋がらな
いようにすることである。例えば、児童の写っている動画を学校外の人たちに見せようと
する場合は研究会や研修会であっても、先ず保護者や本人に許可を得る必要がある。学校
長から各家庭にその許可を求めるアンケート用紙を配布している。拒否する家庭の児童に
ついては、見せない配慮が必要になってくる。 
また、ネット上の情報活用では、写真の使用が可能か不可か、つまり無料サイトの写真
かどうか、そして、使用しようとする情報源はどこからで、その情報は正しいかどうか、
ということにも注意をしている。(文部科学省, 2010) 
 
３ 活動の基本の「き」 
 教師の授業準備の負担軽減や授業内容の多様性に繋がる ICT 活用であるが、逆に、その
環境に慣れてしまって、PC やネット活用ができなければ良い授業ができないということ
があってはならないだろう。従来の教材・教具（アナログ教材）でも、児童の興味を喚起
し、思考を深め、効果的な授業はできる。ICT 環境が整ってきた現在、デジタル教材とア
ナログ教材の両者を授業の中でうまく使っていきたいものである。 
しかし、ここで述べたい基本の「き」とは、言語教育において指導する際、用いる教材・
教具が ICT（デジタル教材）の活用であれ、アナログ教であれ、私たちが忘れてはいけな
いのは、ことばを扱っているということである。ことばは意味を持ち、その意味を伝える。
そのことばの意味を持った活動や場面設定を、教師は考えなければいけない。扱うことば
の意味がない、ただ単に練習のための活動であってはならない。それでは、「聞きたい・答
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えたい」、「伝えたい」という学習者の心が伴ったコミュニケーション活動にならない。 
「言語を知識としてというよりも、自分と他人との間の関係をつくる行動のひとつとして、 
まずとらえます。そのためには、ことばの意味、伝達、感情表出のはたらきと同時に、意 
味や音韻面での遊びの要素も無視できません。ことばの豊かさをまるごととらえること、 
ことばは口先だけのものでも、文字づらだけのものでもなく、全身心をあげてかかわるも 
のだということを、こどもたちに知ってほしいと思います。」 
谷川俊太郎氏の『にほんご』(1979)の「あとがき」からの引用であるが、あとがきに書か
れていた６つの、ことばをどう捉えるかについての要点について、若林俊輔氏は、「英語教
育の立場から考えても、つけ加えることはなにもない。」と述べている（若林, 2016, pp.153-
155）。 
写真①と写真②ではどちらが、児童は、「なんだろう？」と考え、答えもいろいろと出て
きて、ことばの活発なやり取りができるであろうか。 
写真①                         写真② What is this? 
 
 
 
 
 
 
 
写真②では、“What is this?” と訊かれても、
すぐには答えらず、「何だろう？」と考える
だろう。「スパイダー？」、「あっ、マキリか。」
と児童が考えた時、教師から” It’s a mantis.”
を聞くと、「カマキリは英語では mantis だ」と児童は印象深く結びつけることができる。 
 児童に考えさせ、気づきを促し、心を動かしながら、ことばによるコミュニケーション
活動をすることで、ことばがこころに残る学習になる。そのためには、用意した教材の仕
掛けを単に面白いと思うだけの ICT 活用ではなく、児童自ら、言いたい（やりとり）伝え
たい（発表）」と思うように心を動かせるために、工夫することが大切であろう。  
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